
形　状

コンクリート

ブロック積
水　路

工　種 種　別

Ｈ ２０２５

変　数 作 成 年 度

３００１ 町 田 市 道 路 部

コンクリートブロック積（水路用）
標準断面図

水路用

a b
c

a
b

d

h

H

L

1
0
0

基 礎

良質土または地山。なお、

河川護岸または擁壁前面に

水位がある場合には、斜線

部を裏込め材とすること。

裏込め材

裏込めコンクリート

胴込めコンクリート

積ブロック

天端コンクリート
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基礎コンクリート

基礎材
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材　料　表
基礎材(㎡)
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裏込め材料計算一般式（㎡）

河川護岸または擁壁前面に水位がある場合
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天端コンクリート材料計算一般式（㎡）
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注　意　事　項
１、中間の設計条件に対しては、直近上位のものを使用すること。
２、ブロックは、圧縮強度σｃｋ＝18N/mm 以上とし、1㎡当たりの使用質量は、
　　350kg以上であること。
３、裏込めコンクリート、胴込めコンクリートおよび基礎コンクリートは、
　　σｃｋ＝18N/mm 以上とすること。
４、裏込めコンクリートおよび裏込め材の寸法は、前面勾配に直角として表
　　示してある。
５、寸法表中の裏込め材厚さ（ｄ）は、基礎材厚（ｔ）を20cmと仮定してある。
６、材料表中の裏込め材の数量は、根入れ深さ（ｈ）を30cmと仮定してある。
　　したがって、根入れ深さがこれと異なる場合は、別途計算すること。ま
　　た、河川護岸または、擁壁前面に水位がある場合は、図中の良質土また
　　は地山の部分も裏込め材とすること。
７、比較的よく締まった地山の切土部に使用する場合は、裏込め材を上下等
　　厚とし、材厚30～40cmとしてよい。
８、基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途検討し、材種、敷厚および数量
　　を該当する箇所に明記すること。
９、原則として水抜きパイプは設けない。ただし、逆流防止の水抜き管を設

ける場合がある。設置する際には２㎡に１箇所を原則とする。

　　　ど、使用箇所を明記するのがよい。

　　　水位がある場合は、設けないこととする。
１０、伸縮目地は20m以内に１箇所設けるものとする。材料は樹脂発砲系のもの

１１、寸法表、材料表、基礎寸法表および材料表の該当する部分を赤線で囲むな
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を原則として使用する。

１２、足掛金物は片岸護岸延長１００ｍ以内に１箇所設置を標準とする。

目地厚の標準値

構造物の目地間隔
10ｍ以内
20ｍ以内

目地厚
10ｍｍ
15ｍｍ
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